
質問事項 ⼤塚先⽣より 園部先⽣より
猫にシリンジで⽔剤を与えているのですが嫌がってこぼしてしま
います。うまく飲ませる⽅法があれば教えてください。

猫や⽝は嫌がると後ろに逃げるので、薬を上げる時
には⾃分はあぐらで座って股に猫を⼊れて逃げ道を
ふさいであげたりしています。あとは顔も後ろに引くの
でシリンジを持っていない⼿で顔を後ろから抑えたり
もします。

猫が後ずさりしないように猫の背中に壁をつくるよう
に保定する。投薬は⽝⻭の後ろのスペースから⼊れ
てあげるか、⼝を開けさせてくれる⼦であれば⼝を開
けてなるべく奥に⼊れてあげる。少し上を向かせてあ
げると⾃然と喉の⽅に流れていき反射で飲み込んで
くれやすいです。
猫は⿐のあたりを触ると飲み込みの仕草をしやすい
ので、投薬後に⿐周辺を撫でてあげるのも効果的
かもしれないです。可能であれば保定する⼈と投薬
する⼈の2⼈体制だとやりやすいかと思います。

動物は喋れませんが、Person-Centred Care (患者中⼼
性)のような考え⽅はあるのでしょうか︖ 動物にも薬剤アレル
ギーがあるのかも気になります。

患者中⼼の考え⽅はあると思います。動物の苦痛
はできるだけないように処置や薬を選択します。アレ
ルギーもあります。内服薬は多くありませんが、ワクチ
ンではアレルギーに遭遇することは多いと思います。

可能な限り飲みやすい剤型や製品を使うようにして
います。同⼀成分でもメーカーによってフレーバーが
異なったりする場合などあり、希望があれば指定の
製品で調剤を⾏うこともあります。動物も⾷物アレ
ルギーもあれば薬剤アレルギーもあります。抗⽣剤で
消化器症状などはたまに⾒られます。また、フィラリア
症予防薬にはビーフや⼤⾖を使⽤している製品も
あり、⾷物アレルギーがある⼦には使⽤しないように
しています。

⿇酔薬の監査は⾏っていますか︖また抗がん剤（注射薬）
の監査や調製を⾏っていますか︖

⿇酔薬や抗がん剤(注射薬)の鑑査は、もりやま⽝
と猫の病院ではまだ⾏えていません。他院ではそこま
でやっている動物病院は知っています。

⼿術中も獣医師が⿇酔医として⽴ち会っており、現
状⿇酔薬に関わることはありません。抗がん剤もミキ
シングは獣医師の役⽬になっていますが、ゆくゆくは
薬剤師に任せたいと⾔われています。投与量監査
も基本獣医師同⼠で⾏なっていますが、まれに投
与量計算や抜き取り量チェックを頼まれることはあり
ます。

動物病院に就職したいのですが、このまま薬剤師職の応募を
待つか、動物看護師の資格をとってどうにかして病院に就職す
るか、どちらの⽅がいいでしょうか。⼤阪に住んでいるんです
が、求⼈がほとんど出ていません。

⼤阪にも動物病院で働いている薬剤師の⽅は知っ
ています。パートであれば⾒つかるかもしれないで
す。薬剤師で働くために愛玩動物看護師になるの
は個⼈的にはかなり時間がかかり遠回りかと思いま
す。

動物看護師の資格を取ってというのはあまりおすす
めはしないです。時間もかかりますし、動物看護師
の仕事も⼤変な仕事です。せっかくの薬剤師の資
格を最⼤限に活かせるよう薬剤師求⼈を待ってい
ただいた⽅が良いかと思います。

⼩児の総合病院の⾨前薬局に勤務しているのですが、割り切
れない錠数の極少量の粉砕処⽅がたくさんきます。なぜ動物
病院は分割が多いのですか︖

分割ができないほど⼩さい場合は粉にします。ただ、
飼い主によっては粉では⽝・猫に投薬できないという
⼈もいるので、飼い主に合わせて剤形を変えていま
す。

飲める剤型で調剤するというのが⼤きな理由です。
⽤量にある程度の幅のある薬剤が多いのでその範
囲内や近似値であればOKとする場合が多いです。
⾮常に体重の⼩さい⼦で錠剤が難しい場合はこち
らから獣医師に粉砕で対応させてもらうと問い合わ
せたり、厳密に投与量調整したい場合は獣医師か
ら粉砕指⽰があります。

配合変化のお話もありましたが、例えば数種類の粉砕指⽰で
混ぜたらいけないものや、動物薬で併⽤禁忌にあたるようなも
のはあるのでしょうか。

粉砕で混ぜたらいけないものは⼤塚が勉強不⾜で
分かりません。ただ、シロップで混ぜる際には、サミリ
ンという活性酵素のサプリメントとビオフェルミンを混ぜ
ると発砲してしまうのでＮＧとかはあります。併⽤禁
忌は⼈と同じと考えて貰って⼤丈夫です。動物特
有のものは⼤塚が勉強不⾜で分かりません。

当院は必ず⼀薬剤ごとに調剤を⾏っており配合変
化などに出会ったことがなく、動物薬同⼠の配合変
化や配合不可などがあるかはわかりません。猫にカロ
ナールが禁忌など動物種特有の禁忌はありますが、
動物特有の併⽤禁忌は無いかと思います。

動物専⾨の調剤薬局のSNSで独⾃のフレーバーをつけて調
剤しているとありました。どんな味をつけると飲みやすいのでしょ
うか︖

味を付けるのであれば基本的に⽢味になるかと思い
ます。しかし、猫は⽢味を感じる味覚が乏しく⽢味を
感じないため、⿂やお⾁系の⾵味などの動物薬が
多いと思います。

豚レバーフレーバーやビーフフレーバー、⿂フレーバー
などが動物薬で多いので⽢い味よりはこのような味
を好むのかなと思っています。特に猫は味覚で⽢さを
感じないのでそのような背景も考慮してのフレーバー
かと思います。

動物病院に薬剤師として就職したいのですが、先に⼈間の病
院や調剤薬局に就職してからの⽅が良いですか︖新卒として
動物病院に就職は可能でしょうか︖

⼈の病院や薬局を経験すると⼈医療のノウハウは
取り⼊れやすいかと思います。当院は新卒薬剤師
を採⽤しているため、２⼈⽬であれば新卒でも⼤丈
夫なのではないかと考えています。

先にヒト医療で薬の知識や簡単な注射薬の調整に
慣れていると強みにはなりますが、新卒で⼊っていた
だいて全く問題ないと思います。



ヒトの医療と⽐べて院内製剤が必要となることも多いのかと思
いましたが、実際のところ如何でしょうか︖

シロップ剤を院内製剤とするのであれば、飼い主が
投薬しやすい様に加⼯が必要なので院内製剤が
多くなるかと思います。

当院では院内製剤はあまり使⽤していません。下
痢⽌めのみ当院独⾃の配合で数種類散薬を混合
したものを使⽤していますがその程度です。

実際に飼い主さんに服薬指導を⾏うことはありますか。また、飼
い主さんから直接薬について相談されることはありますか

調剤後は薬剤師からも飼い主にお薬のお渡しをし
ますので、服薬指導は⾏います。その際に飼い主か
ら質問もされることは少なくないです。

作成した薬を飼い主さんにお渡しもしているので、そ
の際に簡単な説明は⾏っています。詳しい薬効など
は獣医師の診察でお願いしていて、⽤法⽤量や作
成した剤型の確認などしています。薬の作⽤や薬効
に対する相談や質問はそれほど多くないですが、薬
の保管⽅法や飲み忘れた場合の対応、薬の味や
投薬後吐き出してしまった場合の対応などは⽐較
的よく聞かれます。

訪問医療のようなものはありますか︖ 獣医師が往診というかたちで訪問診療があります。
ただ、薬剤師が関わることは今のところ、もりやま⽝と
猫の病院ではありません。

往診は動物業界でもあります。歩⾏困難になってし
まった⼤型⽝などニーズはあります。当院でも以前は
往診で⽪下点滴など獣医師と看護師が患者様宅
で⾏っていたことがありますが現在は当院は往診は
⾏っておらず、薬を届けるなどのこともやっておりませ
ん。

動物病院でも漢⽅薬が処⽅されるケースを聞いたことがありま
した。先⽣⽅も動物病院で漢⽅薬を処⽅された経験はござい
ますか︖また、動物に漢⽅薬を処⽅する際の注意点などござ
いましたら教えていただけると幸いです。

漢⽅は動物⽤の漢⽅がサプリメントとして販売され
ているのでそちらの使⽤や、当院ではツムラの⼤建
中湯を使⽤しています。漢⽅薬局のように煎じるな
どは⾏っていません。注意点があるとすれば、味の問
題と症状の緩和を⽝から直接聞くことができないの
で効果が分かりにくく飼い主が効果を実感するのに
時間がかかることが多いことかと思います。

当院では⼤建中湯と六君⼦湯は使⽤経験があり
ます。やはり⼀回⼀包ではなく再分包が必要になっ
てくるので、再分包後の吸湿など保管⽅法には気を
付けてもらうようにしています。

感染症やけが以外で遭遇する薬物治療はありますか。がんに
対する治療、緩和ケアにも興味があります。安楽死もあるかも
しれませんが、最期まで寄り添う飼い主さんもいると思います
が、どのように対応していますか。眠剤などの使⽤もあるので
しょうか︖

感染症やケガ以外では、がんの治療はもちろんあり
ますし、緩和ケアという分野まで体系的にはなってい
ませんが考え⽅はあります。その他は、⼼不全、クッ
シング症候群、膵炎など⾊々あります。安楽死は完
全に飼い主の希望になるので、依頼があればイン
フォームをしっかり⾏い⾏う事もありますがそこまで多
くありませんし薬剤師が関われることは今の所ほとん
どありません。眠剤も使いますが、⼈と違いＢＺＤ
系はほとんど使いません(あってもジアゼパムのてんか
んでの使⽤がメイン)。ガバペンチンやフルオキセチン
(パロキセチンの類似薬)の鎮静作⽤を逆⼿にとって
使⽤することがあります。

てんかん発作や⼼臓疾患、腎臓病など動物に対し
ても薬物療法は多岐に渡り⾏われています。安楽
死もやっていますが、薬剤師が関わることはありませ
ん。眠剤はロラぜパムやブロチゾラムを使⽤すること
もありますが、ガバペンチンを⾼⽤量で使⽤して鎮
静作⽤に期待したり、動物⽤オピオイド鎮痛剤とし
て発売されているブトルファノールを鎮静や睡眠導
⼊剤として使⽤するケースが多いです。最近はトラ
ゾドンやフルボキサミンを使うこともあります。

海外での獣医療における薬剤師の役割の情報もあれば教え
ていただけますでしょうか。

海外での獣医療の役割はそこまでくわしくありません
が、薬局に動物⽤の薬品やサプリメントの販売があ
るようです。

海外の⽅が動物業界でも薬剤師が活躍していると
聞いたことがあります。動物薬も海外の⽅がバリエー
ションが豊富であったり安価な場合があるので、多く
の病院が外国薬を輸⼊して錠剤していると思いま
す。


